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研究成果の概要（和文）：　今日の大学教育では、多様な場面に対応できる対人基礎力や専門知識を活用しなが
ら課題に対処できる対課題基礎力の育成が重要である。これらの汎用的能力の育成にはカリキュラムベースでの
対応が必要であり、3つのポリシーの公表義務化を通して、学修評価方法を盛り込むカリキュラム・ポリシーの
あり方が大きく問われている。そこで、3つのポリシー策定状況調査を端緒に、カリキュラムベースでの学修成
果アセスメントの実態調査、米国・英国との比較研究、カリキュラムマネジメントの実態に関するアンケート調
査実施などを通して、日本の大学におけるカリキュラムマネジメントの現状と課題を明らかにすることができ
た。

研究成果の概要（英文）：It is very important for the current University Education to foster the 
basic skills communicating with people at diverse situations and solving problems with specific 
knowledge. As the learning outcomes of such generic skills is necessary to think about on curriculum
 level, Curriculum Policy covering the way of learning assessment has become more and more important
 since compulsory release of three policies. Therefore, we conducted the investigation of three 
policies description, practical study of learning assessment on curriculum level, comparative study 
with cases on U.S. and U.K., and questionnaire survey of curriculum management.  Finally, we could 
clarify the current condition and some problems around the curriculum management in Japanese 
Universities. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の学術的意義として、「①日本の高等教育政策としての3つのポリシーに基づく質保証に着目した点」
「②学修評価の方法を含めたカリキュラム・ポリシーの重要性に着目した点」「③大学におけるカリキュラムマ
ネジメントの事例研究の蓄積と新たなモデルの提言を目指した点」を挙げることができる。当該研究を通して、
「①事例研究及び比較研究によるカリキュラムマネジメントに関する実践的研究の深化」「②大学教職員、ステ
ークホルダーの参画によるカリキュラムマネジメントの方向性を示唆」「③大学教育の質保証にインパクトを与
えるカリキュラムマネジメントの重要性の提示」といった社会的に意義のある成果を挙げることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（1）大学教育の質保証：日本の高等教育政策では、2005年 1月の中央教育審議会答申『我が国
の高等教育の将来像』を契機に、3つのポリシー（アドミッション・ポリシー、カリキュラム・
ポリシー、ディプロマ・ポリシー）に基づく大学教育の質保証を進めてきた。2012年 8月の中
央教育審議会答申『新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて』において、学位プロ
グラムという概念が表れ、学生が「何を学んだか」ではなく「何ができるようになったか」を問
う、教育の結果とその証である質の高い学位授与であるアウトカムベースの大学教育改革の方
向性が示された。研究者の立場からは、天野郁夫（2013）が、戦後日本の高等教育の質保証の装
置を四つに整理し、「①大学設置基準」「②入学者選抜」「③第三者評価制度」を挙げ、今後は、
「④教育過程（プロセス）」が重要となると指摘している。 
 
（2）カリキュラム研究：一方、カリキュラム研究については、従来から初等中等教育を中心と
した研究に偏る傾向が見られ、大学におけるカリキュラム研究については、関正夫（2001）や有
本章編（2003）による総論が中心であった。近年に至り、大学教育の組織的取組が求められる中
で、日本高等教育開発協会・ベネッセ教育総合研究所編（2016）によるカリキュラム改革に着目
したアンケート調査・事例調査が注目される。しかし、中留武昭（2012）が指摘するように、大
学教育におけるカリキュラム研究は初等中等教育に比べ遅れ、大学のカリキュラムマネジメン
トを進めるには、「事例研究の累積による基軸と構成要素の緻密な検証」「数量調査によるモデル
の一般化を図り、作成したモデルにおける開発的研究（ガイドライン作成等）」の必要性を示唆
している。 
 
（3）カリキュラムマネジメント：このような経緯の中で、2016年 3月には、3つのポリシー公
表が法令義務化され、ディプロマ・ポリシーに基づくカリキュラム編成やカリキュラム・ポリシ
ーに基づく学習成果アセスメントといった、3つのポリシーに基づく質保証が一層強化されるこ
ととなった。特に、カリキュラム・ポリシーを「ディプロマ・ポリシーの達成のために、どのよ
うな教育課程を編成し、どのような教育内容・方法を実施し、学修成果をどのように評価するの
かを定める基本的方針」と定義付け、カリキュラム・ポリシーに基づくカリキュラムマネジメン
トが、大学教育の質保証にとって、今後益々重要になると考えられている。 
 
今日の大学運営は、ステークホルダーの存在を無視できない。教育に関しても大学教職員だけ
でなく、ステークホルダーとの協働によるカリキュラムマネジメントの対応を迫られている。ま
た、アクティブ・ラーニングの導入や、汎用的能力育成を目的とした体験型学習などの導入、正
課外教育による学修成果の可視化など、学生の学びや教育手法は多様化し、カリキュラムマネジ
メントの手法もまた多様化している。 
研究代表者は、ここ 6年間にわたり、「日本の大学における組織開発（OD）に関する実証的研
究」及び「日本の大学における組織開発（OD）の担い手に関する実践的研究」（基盤研究 C（一
般））により、大学の組織変容にインパクトを与えるアクター（大学管理職、大学教員、大学職
員、学生）の関係性に着目して多くの研究成果を挙げてきた。しかし、大学教育のアカウンタビ
リティが求められる中で、大学組織内のアクターの関係性に着目するだけでは不十分であり、大
学教育のコンテンツであるカリキュラムという動態システムに着目する必要性を感じていた。 
以上のように、日本の大学におけるカリキュラムマネジメントに関する実践的研究は黎明期に
ある。日本の大学におけるカリキュラムマネジメントの事例研究及び課題抽出、さらには、英米
の大学との比較研究に取り組むことで、日本の大学におけるカリキュラムマネジメントのモデ
ルの提示を目指す。さらに、これまでの研究代表者の研究成果を基礎に、大学教職員とステーク
ホルダーが参画し、運営されるカリキュラムマネジメントのあり方を探求する研究を着想する
に至った。 
 
２．研究の目的 
近年の日本の高等教育政策では、3つのポリシー（アドミッション・ポリシー、カリキュラム・
ポリシー、ディプロマ・ポリシー）に基づく大学教育の質保証を進めてきた。特に、大学教育の
質保証にとっては、教育過程（プロセス）が重要と考えられ、学生の学修成果の評価を含んだカ
リキュラム・ポリシーに基づくカリキュラムマネジメントが今後益々重要になると考えられて
いる。日本の大学教育におけるカリキュラム研究は未だ不十分であり、新たな視点として、近年、
多様化する大学の教育や運営への各アクターの役割にも注目しながら、カリキュラムマネジメ
ントに関する国内外の事例研究及び比較研究を行うことで、実践的研究として深化させ、大学教
育の質保証にインパクトを与えるカリキュラムマネジメントの新たなモデルの提言を目指す。 
 
３．研究の方法 
 今日の大学教育は、アクティブ・ラーニングの導入に伴い、多様な人々や場面に対応できる対
人基礎力や専門知識を活用・工夫しながら課題に対処できる対課題基礎力などの育成が重要と
なっている。汎用的能力の育成にはカリキュラムベースでの対応が必要であり、平成 29年度か
らの 3 つのポリシーの公表義務化を通して、学修評価方法を盛り込んだカリキュラム・ポリシ
ーのあり方が大きく問われている。そこで、３つのポリシー策定状況調査を端緒に、文科省 COC



＋事業でのカリキュラム設計、米国・英国との比較研究などを交えながら、日本の大学における
カリキュラムマネジメントの現状と課題を明らかにする。 

3年間の本研究において、下記の 3つのテーマについて段階的に取り組む。 
（1）日本の大学におけるカリキュラムマネジメントの事例研究及び課題抽出 
（2）米国・英国の大学におけるカリキュラムマネジメントの比較研究 
（3）日本の大学におけるカリキュラムマネジメントの新たなモデルの提言 
（1）では、日本の大学におけるカリキュラムマネジメントの事例研究を通して課題抽出を行
い、（2）では、米国・英国の大学を比較対象とし、両国のカリキュラムマネジメントの現状と課
題について文献および現地調査を行う。（3）では、（1）及び（2）の成果を踏まえ、大学におけ
るカリキュラムマネジメントについて理論整理を行い、新たなモデルを提言する。 
 
４．研究成果 
本研究の学術的意義として、「①日本の高等教育政策としての 3つのポリシーに基づく質保証
に着目した点」「②学修評価の方法を含めたカリキュラム・ポリシーの重要性に着目した点」「③
大学におけるカリキュラムマネジメントの事例研究の蓄積と新たなモデルの提言を目指した点」
を挙げることができる。当該研究を通して、「①事例研究及び比較研究によるカリキュラムマネ
ジメントに関する実践的研究の深化」「②大学教職員、ステークホルダーの参画によるカリキュ
ラムマネジメントの方向性を示唆」「③大学教育の質保証にインパクトを与えるカリキュラムマ
ネジメントの重要性の提示」といった社会的に意義のある成果を挙げることができた。 
各年度の研究成果及び今後の課題を列挙する。 
 
平成 29年度では、3つのポリシー策定状況調査を端緒に、文科省 COC＋事業でのカリキュラ
ム設計、米国・英国との比較研究などを交えながら、日本の大学におけるカリキュラムマネジメ
ントの現状と課題を明らかにすることに取り組んだ。 
（1）3つのポリシー策定及び学修評価方法の状況調査について、平成 28年 3月に公表された 3
つのポリシー策定のガイドラインに基づき、各大学ではポリシーの新規策定または見直しの作
業を進め、2017年度には公表義務化された。カリキュラム・ポリシーにおいては学修評価方法
の記載が求められており、全体的な状況調査のほか、山口大学、新潟大学などの事例調査を行い、
カリキュラムマネジメントのあり方について情報収集した。 
（2）文部科学省 COC＋事業における地域人材育成カリキュラム設計及び運営に関する分析に
ついて、大学と地域が協働したカリキュラム設計に着目し、授業運営及び成績評価などのあり方
を通して、当該カリキュラムマネジメントの実情に関し、高知大学、北九州市立大学などの事例
調査を行うとともに、現状と課題の抽出を行った。 
（3）日米共同研究を通したカリキュラムマネジメントに関する比較研究について、自身が研究
代表者を務めた「日本の大学における組織開発（OD）の担い手に関する実践的研究」（基盤研究
C（一般）2014～2016年度）で実施した日米 FD比較共同研究の結果を参照しながら、米国に
おけるカリキュラム研究に関する情報収集を行った。 
これらの研究を通して、平成 29 年度には、雑誌論文 5 件、学会発表 13 件（うち国際学会 1
件、招待講演 3件）、図書刊行 2件の成果を挙げることができ、特に、『IDE：現代の高等教育』
第 598号に、山口大学における教育改革に関する招待論文を掲載することができた。 

 
 平成 30年度では、前年度の研究実績を基礎にして、カリキュラムベースでの学修成果アセス
メントの実態調査、米国・英国との比較研究などを交えながら、日本の大学におけるカリキュラ
ムマネジメントの現状と課題を明らかにすることに引き続き取り組んだ。 
（1）2017年度の 3つのポリシーの公表義務化を契機に、ディプロマ・ポリシーに基づくカリキ
ュラムマネジメント、さらには、ディプロマ・ポリシー達成度の可視化の取組が重要視されるよ
うになった。このため、カリキュラムベースでの学修成果アセスメントの観点から、山口大学、
宮崎国際大学、日本福祉大学などの事例調査を行い、カリキュラムマネジメントのあり方につい
て情報収集した。 
（2）文部科学省 COC＋事業における地域人材育成カリキュラム設計及び運営に関する分析に
ついて、大学と地域が協働したカリキュラム設計に着目し、授業運営及び成績評価などのあり方
を通して、当該カリキュラムマネジメントの実情に関し、現状と課題の抽出を進めた。 
（3）日米共同研究を通したカリキュラムマネジメントに関する比較研究について、自身が研究
代表者を務めた「日本の大学における組織開発（OD）の担い手に関する実践的研究」（基盤研究
C（一般）2014～2016年度）で実施した日米 FD比較共同研究の結果を参照しながら、米国学
会における成果発表を行うとともに、英国におけるカリキュラム研究に関する情報収集を行っ
た。 
これらの研究を通して、平成 30 年度には、雑誌論文 3 件、学会発表 15 件（うち国際学会 2
件、招待講演 5件）、図書刊行 1件の成果を挙げることができ、特に、ICED2018（国際学会）
において、海外共同研究者とともに、日米 FD比較共同研究の成果発表を行うことができた。 
 
 最終年度である令和元年度では、過去 2 年間の研究実績を基礎にして、カリキュラムベース
での学修成果アセスメントの実態調査、米国・英国との比較研究、さらには、カリキュラムマネ



ジメントの実態に関するアンケート調査実施などを通して、日本の大学におけるカリキュラム
マネジメントの現状と課題を明らかにすることができた。 
（1）カリキュラムベースでの学修成果アセスメントの観点から、山口大学、琉球大学などの事
例調査を行い、カリキュラムマネジメントのあり方について情報収集した。 
（2）文部科学省 COC＋事業における地域人材育成カリキュラム設計及び運営に関する分析に
ついて、大学と地域が協働したカリキュラム設計に着目し、授業運営及び成績評価などのあり方
を通して、当該カリキュラムマネジメントに関する成果発表を行った。 
（3）これまでの研究成果を踏まえながら、日本の大学におけるカリキュラムマネジメントの実
態に関するアンケート調査を行い、分析を進めた。 
（4）カリキュラムマネジメントに関する比較研究について、自身が研究代表者を務めた「日本
の大学における組織開発（OD）の担い手に関する実践的研究」（基盤研究 C（一般）2014～2016
年度）で実施した日米 FD比較共同研究の結果を参照しながら、米国ウェスタン・ミシガン大学
での成果発表及び調査研究を行うとともに、英国におけるカリキュラムマネジメントに関する
調査研究を行った。 
 これらの研究を通して、令和元年度には、雑誌論文 3件、学会発表 26件（うち国際学会 2件、
招待講演 9件）、図書刊行 4件の成果を挙げることができ、特に、『エビデンスの時代の FD：現
在から未来への架橋』の翻訳刊行とともに、数多くの招待講演を受けることができた。 
 本研究では当初の計画どおり成果を挙げることができたと考えている。なお、今後の課題とし
ては、カリキュラムマネジメントを通した教育成果や学習成果の効果の把握や分析、ステークホ
ルダーの参画によるカリキュラムマネジメントの好事例の収集と分析を更に深めていく必要が
ある。 
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